









































































所によって使用されていたが，1992 年 5 月に曾園が，1999 年 2 月に趙園が常熟市政府に引
き渡され，2003 年 8 月から 2004 年 12 月にかけて修復された。修復を終えた趙園・曾園が
合併して公開されたのが 2005 年 1 月，『詞典』が出版されたのは 2003 年 10 月である。つま







ずか 100 緡（およそ銀 54 両）でこの土地を手に入れたことを指している。盛宣懐の父・盛














































生まれた翌年であり，張婉も光緒 8 年 1 月 28 日に生まれている（G8/1/28.2060）から，正
確には「指腹」ではない。鄧邦述は「22 歳のとき虞山で結婚した」＊16 と記しているので，











































































































　　長男・鄧爾恒（字・子久）： 陜西巡撫。咸豊 11 年 3 月 22 日に雲南省曲靖府で，副将・
何有保とその一味 100 人余りに襲われ落命＊45。
　　次男・鄧爾頤（字・子期）： 趙烈文の妻の父。山西省絳州直隷州知州。太平天国の乱の
さなか，咸豊 10 年 5 月 16 日に上海で病死（X10/5/16.154）。
　　三男・鄧爾咸　　　　　  ：安徽候補知県。
　　四男・鄧爾晋（字・子楚）：咸豊 10 年 2 月，次男・鄧嘉緒とともに戦死。
　　五男・鄧爾巽　　　　　  ：貴州省貴東道捍勇巴図魯＊46。
　鄧廷楨の長男・鄧爾恒の非業の死を知ったとき，趙烈文は，
　　 鄧氏の兄弟の 4 人は，位の高い者は布政使［方牧＊47］，低い者は知府・知州［府州］で









いた＊48 が，三男・鄧嘉緝（字・煕之）は，趙烈文が面倒をみてやった。鄧嘉緝は同治 13 年
3 月に易州の官署に招かれて家庭教師をつとめ＊49（T13/3/14.1599, T13/8/16.1616），同年
10 月には鄧夫人とともに常熟に戻って家庭教師を続けることになった（T13/10/2.1622）＊50。















































　　 私の祖父母には 12 人の子女がいた。この姑母が長女であった。私の父は末っ子であっ








てはじめて書を読み字を書き，夜中の 3 時になってようやく床につき，翌朝は 6 時に起
きるということがよくあった＊66。








　　 全部で 18 人が住んでいた。使用人の数は主人と同じくらいであったので，家には全部




　　姑母の亡くなった長男の妻（20 歳を過ぎたばかりで後家になった）とその娘 1 人





































































くなった。50 歳にもならないのに，すでに 60 歳，70 歳のようである」＊86 としたためてい















































































































　　 伯弟（一番上の弟すなわち陳鼎，引用者）は息子と娘を 1 人ずつ遺しました。母は同じ




















*1 第 8 節注 12 参照。
*2 「趙園」の殿春廊に掲げられた説明（「水吾清話」のなかの「天放楼蔵書」）によれば，「天放楼」
の蔵書は後に南京図書館に収められた。
*3 弋炳根主編『常熟国家歴史文化名城詞典』上海辞書出版社，2003 年，169-170 頁。
*4 李鴻裔，字は眉生，号は香厳・蘇鄰，四川省潼川府中江県の人。同治 6-7（1867-1868）年に江
蘇省按察使をつとめ，光緒 11（1885）年に 55 歳で死去した（銭実甫編『清代職官年表』中華書
局，1997 年，2171-2172，3171 頁）。
*5 顧文彬著，蘇州市檔案局（館）・蘇州市過雲楼文化研究会編『過雲楼日記（点校本）』文匯出版
社，2015 年，光緒 9 年 3 月・4 月，538-539 頁。金石文とは，鐘鼎（金）・碑碣（石）等に鐫勒さ
れた古い文字である。






州的上層社会関係）」では，おおまかに銀「1 両は 200 元」という比率で計算すると，「5650 両
は，現在の人民元 113 万元にしかならない。現今，蘇州の普通の住宅価格はおよそ 1 平米が 1
万元である。留園附近には別荘区があり，留園のおかげを蒙って『留園世家』と呼ばれている。
『留園世家』の戸建ての別荘の土地は約 250 m2，現在の価格はいずれも 1500 万元以上である。
今日の目で見れば，人民元 113 万元で留園が買えるというのは，安いというより，荒唐ですら
ある。（中略）木瀆の（中略）厳家花園は江南名園と言えなくもないが，土地はわずか 16 畝（1




等級も劣っている。しかし，厳家花園は銀 20 万両で取引された。現在の 4000 万元に相当する。
留園はわずか銀 5650 両であり，40 倍の違いがある。二つの園の取引には 25 年の開きがあり，
この 25 年間に銀価が暴落して，この巨大な価格差が生じたのだろうか。学者の研究によると，
清朝最後の 20 年に銀建て食糧価格［銀計糧値］は 2 倍となった。つまり，清末にはたしかに銀













記（点校本）』光緒 4 年 8 月 4 日，473 頁）。
*8 後述の陳衡哲は常熟を「幹道から遠く離れた場所」と表現している（陳衡哲著，馮進訳『陳衡
哲早年自伝』安徽教育出版社，2006 年，167 頁）。
*9 もっとも顧文彬は在官時代の蓄財のみならず，たとえば光緒 4 年の『過雲楼日記』に「潘和豊
醤園（醤園とは醤油，みそ，みそ漬けなどの製造販売店，引用者）を手に入れた。東西の二つ
の店があり，房屋，店貨，設備や器具，あわせて 7000 両あまりである」（前掲『過雲楼日記（点
校本）』光緒 4 年 6 月 4 日，469 頁）と書かれているように，引退後も殖財につとめている。
*10 趙烈文『能静居日記』岳麓書社，2013 年。以下，たとえば「咸豊 10 年正月 27 日（106 頁）」は
X10/1/27.106，「同治 3 年 7 月 5 日（809 頁）」は T3/7/5.809，「光緒元年 2 月 20 日（1646 頁）」
は G1/2/20.1646 と表記する。X は咸豊（Xianfeng），T は同治（Tongzhi），G は光緒（Guangxu）
の発音記号の頭文字である。
*11 白幡洋三郎『大名庭園』講談社，1997 年，188 頁。





く，旧友［朋旧］たちはみな残念がっている」（G9/7/7.2135）。鄧嘉縝は趙烈文に光緒 9 年 10








ている（『趙惠甫家書』南京図書館蔵，写真番号はフォルダ 1 の 00000043）。鄧嘉祥の幼名は







*17 第 6 節注 6 参照。
*18 前掲『羣碧楼善本書録　寒痩山房鬻存善本書目』宗舜年「序」5 頁







*23 李盛平主編『中国近現代人名大辞典』中国国際広播出版社，1989 年，31 頁。
*24 前掲『羣碧楼善本書録　寒痩山房鬻存善本書目』正闇居士「旧叙」9 頁。































































*48 附録・顧雲「皇清追贈太僕寺卿浙江候補知府鄧府君墓碑銘並序」『扁善齊文存』巻下 23 頁。








*54 朱維之編『陳衡哲散文選集』百花文芸出版社，2009 年，朱維之「序言」19 頁。
*55 前掲『陳衡哲早年自伝』「訳者前言」3，8 頁，（本文）167-174 頁。陳衡哲は 1922 年に北大を辞
職し，生まれてまもない長女を連れて，当時商務印書館で編集をしていた夫・任鴻雋とともに
上海に行った。その後，任鴻雋が東南大学副校長，四川大学校長をしていたときに西洋史を教
え，1930 年に北大で 1 年教えた（同書「訳者前言」8 頁）。








*60 Benjamin A. Elman, Classicism, Politics, and Kinship   The Ch’ang-chou School of New Text 
















































*90 孫家鼐（1827-1909），字は燮臣，安徽省鳳陽府寿州人，咸豊 9 年己未科の状元。翁同龢ととも
に光緒帝の帝師をつとめ，強学会に名を連ねた（前掲『清代翰林伝略』353 頁）。

























*107 呉式釗，字は邧其，号は楚生，雲南省永昌府保山人，光緒 20 年甲午恩科 3 甲 6 名進士，散館し
て検討を授かる，官は候補道に至る（前掲『清代翰林伝略』439 頁）。






*111 沈鵬（1870-1909），字は北山，号は誦棠，江蘇省蘇州府常熟人，光緒 20 年甲午恩科 2 甲 130 名
進士，散館して編修を授かる，御史となり，栄禄らを弾劾したことにより罪を得て，数年監禁
［禁囚］された。翁同龢の門下である（前掲『清代翰林伝略』439 頁）。





























9.  Zhaoyuan reminisced
 Zhaoyuan （Zhao Garden）, a garden built by Zhao Liewen, was remembered by two 
of his relatives, both very knowledgeable individuals. The first, Deng Bangshu was the 
son of Zhao Liewen’s wife’s cousin and was also his daughter’s husband. After having 
lived and studied in Zhaoyuan, Deng Bangshu became a metropolitan graduate. Im-
pressed with Zhao Liewen’s library named Tianfanglou Tower, Deng Bangshu later be-
came a famous book collector. In fact, his immense collection was expensive enough to 
drive him to extreme poverty. The second relative, Chen Hongzhe, became the first fe-
male professor in modern China. Her grandmother was Zhao Liewen’s sister, and her aunt 
Chen Deyin was married his eldest son. When young Chen Hongzhe spent her dark days 
in Zhaoyuan, finding no means to gratify her thirst for knowledge because of gender in-
equality prevailing at that time, Chen Deyin encouraged her to take an examination to 
study in America. This advice subsequently accorded Chen Hongzhe a successful aca-
demic career. Meanwhile, Chen Deyin herself stayed in Zhaoyuan, handling myriad home 
related problems of the resident families, including her own opium-addicted son and 
daughter-in-law as well as mistresses and progeny of her deceased brother, Chen Ding, a 
former member of the Hanlin Academy. Chen Ding was incarcerated because of his in-
volvement in the Hundred Days Reform of Emperor Guangxu and died soon after his re-
lease from imprisonment. Zhaoyuan is now open to the public. 
History of the Zhao Family of Guanzhuang Village 
in Changzhou Prefecture （ 9 ）
Kaori Asanuma
